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ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
３

月
に
は
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

に
よ
り
運
用
が
10
月
ま
で
延

期
さ
れ
た
。
そ
の
後
順
調
に

導
入
は
進
ん
で
は
な
く
、
今

年
５
月
15
日
時
点
の
運
用
は

全
医
療
機
関
で
わ
ず
か
19
％
、

歯
科
診
療
所
に
い
た
っ
て
は

12
・
９
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
も
、

８
月
10
日
開
催
の
中
医
協
で

は
原
則
義
務
化
を
療
養
担
当

規
則
に
明
記
す
る
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
紙
レ
セ
プ
ト
で

請
求
し
て
い
る
医
療
機
関
は

例
外
と
す
る
も
、
そ
の
他
の

理
由
等
に
よ
り
対
応
で
き
な

い
医
療
機
関
は
ど
う
な
る
の

か
も
不
透
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
今
次
改
定
で
新
設
さ
れ

批
判
の
多
か
っ
た
電
子
的
保

健
医
療
情
報
活
用
加
算
を
廃

止
し
、
医
療
情
報
・
シ
ス
テ

ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算

に
変
更
す
る
こ
と
が
了
承
さ

で
あ
る
。
医
療
機
関
の
体
制

が
整
っ
た
と
し
て
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
保
険
証
の

資
格
確
認
が
行
わ
れ
る
割
合

は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ

こ
ま
で
し
て
も
国
が
進
め
る

理
由
は
、
国
民
全
員
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
得
を
義
務
化
さ

せ
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
て
い
な
く
、
医
療
機
関
の

負
担
が
増
す
状
況
の
な
か
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
強

引
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
国
民
・

医
療
機
関
が
納
得
で
き
る
説

明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
来

年
３
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

る
注
意
事
項
を
説
明
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
加
算
、
情
報
通
信

機
器
を
用
い
た
初
・
再
診
や

医
学
管
理
料
、
在
宅
管
理
に

係
る
評
価
に
つ
い
て
解
説
が

行
わ
れ
た
。

　
３
つ
め
に
「
外
来
医
療
の

改
定
」
を
説
明
し
た
伊
藤
副

会
長
は
外
来
医
療
の
機
能
分

化
、
か
か
り
つ
け
医
の
機
能

の
評
価
、
医
療
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
・
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
、
項
目
ご

と
に
詳
説
し
た
。

　
最
後
に
伊
藤
副
部
長
よ
り
、

「
請
求
上
の
留
意
点
」
を
テ
ー

マ
に
全
体
的
な
審
査
傾
向
や
、

日
常
診
療
に
お
け
る
カ
ル

テ
・
レ
セ
プ
ト
作
成
の
注
意

点
を
解
説
。
各
種
加
算
・
管

理
料
、
検
査
、
レ
セ
プ
ト
の

記
載
方
法
な
ど
、
具
体
例
を

示
し
な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ

た
。
　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
勉
強
に
な
っ

た
」「
レ
セ
プ
ト
の
査
定
の
原

因
を
ま
た
教
授
し
て
い
た
だ

き
た
い
」「
繰
り
返
し
視
聴
し

た
い
」
な
ど
、大
変
好
評
だ
っ

た
。

れ
、
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

さ
ら
に
医
療
情
報
化
支
援
基

金
に
よ
る
補
助
も
再
度
増
額

し
体
制
整
備
を
促
進
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

全
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

中
医
協
で
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト

の
一
つ
と
し
て
、「
患
者
の
立

場
」で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
受
診
す
る
と
、
本
人
が

同
意
す
れ
ば
、今
ま
で
に
使
っ

た
薬
の
正
確
な
情
報
や
、
過

去
の
特
定
健
診
結
果
を
、
医

師
・
薬
剤
師
と
共
有
で
き
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
情
報

に
基
づ
い
た
よ
り
良
い
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
医
療
機
関
」
側
は
保
険
証
の

入
力
の
手
間
削
減
、
資
格
過

誤
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
返
戻
の

作
業
削
減
等
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
聞
く
と
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
を
行
う
患
者

が
増
え
そ
う
に
思
う
。
し
か

し
実
際
に
は
、
昨
年
の
10
月

か
ら
今
年
４
月
末
ま
で
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
確
認

は
０
・
５
％
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
。
そ
も
そ
も
今
年
５

月
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
保
有
率
は
44
％
、
そ
の
う

ち
保
険
証
と
の
紐
づ
け
さ
れ

て
い
る
の
は
わ
ず
か
15・７
％

機
関
が
約
66
％
に
対
し
て
、

約
30
％
は
電
子
媒
体
、約
４
％

は
紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
し
て

い
る
。
医
科
診
療
所
は
23
・

７
％
、
歯
科
診
療
所
で
は

66
・
８
％
が
電
子
媒
体
で
あ

り
、施
設
数
は
各
々
２
万
、４
・

５
万
と
膨
大
な
数
に
の
ぼ

る
。
　
あ
と
半
年
足
ら
ず
で
、
年

間
２
〜
３
％
し
か
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
に
変
更
し
な
い
状
況

を
考
え
れ
ば
、
現
在
電
子
媒

体
で
請
求
す
る
約
24
％
の
医

科
診
療
所
、
約
70
％
の
歯
科

診
療
所
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
回
線
を
整
備
す
る
こ
と
は

非
現
実
的
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
厚
労
省
が
想
定
し
て
い
た

工
程
は　
　
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。

　
２
０
２
１
年
３
月
に
は
す

で
に
６
割
の
医
療
機
関
が
オ

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
。

ス
マ
ホ
１
台
で
、
コ
ン
ビ
ニ

の
支
払
い
や
Ｊ
Ｒ・
地
下
鉄

は
も
ち
ろ
ん
、
飛
行
機
に
も

簡
単
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
未
来
は
財
布
や
カ
ー
ド
が

不
要
な
時
代
が
来
る
か
も
し

れ
な
い
▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
は

も
ち
ろ
ん
医
療
も
例
外
で
は

な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
１
枚
で
、
患
者
は
簡
単
に

受
付
が
で
き
、
保
険
証
も
医

療
機
関
ご
と
の
診
察
券
も
不

要
に
な
る
。
医
療
機
関
は
保

険
情
報
も
即
時
に
確
認
で
き
、

入
力
の
手
間
も
な
く
特
定
健

診
や
薬
剤
情
報
も
容
易
に
取

得
で
き
る
。
た
だ
そ
れ
は
正

常
な
シ
ス
テ
ム
の
作
動
が
前

提
だ
▼
７
月
に
起
き
た
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
の
大
規
模
な
通
信
障
害

は
記
憶
に
新
し
い
。
最
大
３

９
１
５
万
回
線
が
約
３
日
間

に
渡
り
影
響
を
受
け
た
。
他

の
携
帯
電
話
会
社
、
大
手
銀

行
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
交
流
ア

プ
リ
、
レ
セ
プ
ト
請
求
で
も

同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
は
頻
発
し

て
い
る
▼
骨
太
方
針
２
０
２

２
で
は
国
は
来
年
４
月
よ
り

医
療
機
関
等
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
」
の
義
務
化
と
、

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
健
康
保

険
証
の
原
則
廃
止
の
方
針
を

示
す
。
そ
れ
は
決
し
て
患
者

や
医
療
機
関
の
た
め
で
は
な

く
、
管
理
す
る
国
の
た
め
の

義
務
化
で
あ
る
。
医
療
現
場

へ
の
強
引
な
押
し
付
け
で
あ

り
、
拙
速
な
愚
策
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

加藤 康夫

（
Ｔ
Ｈ
）

2022年（令和4年）9月5日

　

８
月
３
日
・
10
日
開
催
の
中
医
協
総
会
に
お
い
て
、２
０
２
３
年

４
月
か
ら
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
導
入
を
原
則
義
務
化
す
る
と
し
た「
骨
太
の
方
針
２
０
２
２
」記

載
の
具
体
化
が
議
題
と
な
っ
た
が
、問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

（1）第983号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
医

協
資
料
（
２
０
２
２
年
３
月

請
求
状
況
）
に
よ
れ
ば
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
を
行
う
医
療

　
そ
も
そ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
す
る
た
め
に
は
、

主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
医
療

　
機
関
を
守
る
た
め
に

解
説
「
絶
滅
に
瀕
す
る
有
床

診
療
所
」

…
面
２

●
時
論
「
電
カ
ル
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
」

●
…
面
３

●
…
面
４

当
役
員
が
講
師
と
な
り
解
説

し
た
。

　
は
じ
め
に
日
﨑
理
事
よ
り

厚
労
省
が
発
出
し
て
い
る「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
臨
時

的
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
整

理
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
疑
い
・

陽
性
患
者
ご
と
に
対
面
診
療
、

電
話
等
に
よ
る
診
療
時
の
留

意
点
を
概
説
し
た
。

　
次
に
、鈴
木
部
長
か
ら
「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
」
に
ま
つ
わ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

臨
時
的
取
扱
い
、
今
次
診
療

報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
請

求
上
の
留
意
点
な
ど
の
学
習

を
目
的
と
し
た
「
保
険
診
療

セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
７
月
14
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

当
日
は
全
道
各
地
よ
り
73
名

の
会
員
お
よ
び
職
員
が
参
加

し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
鈴
木

審
査
対
策
部
長
の
司
会
の
も

と
、
本
会
審
査
対
策
部
の
担

　政府は2023年4月から医療機関・薬局に
「オンライン資格確認システムの導入を義務
づける」としています。
　本会は、オンライン資格確認システムの導
入義務化に対する会員の意識や要望を把握
するためにアンケートおよびシステム導入義
務化の撤回等を求める署名を行っています。
集めた署名は首相、総務、厚労・デジタル各大
臣などに提出いたします。
　アンケート用紙と署名用紙は本号に同封し
ています。ご協力をよろしくお願いいたします。

表

アンケート・署名に
ご協力ください

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
、

請
求
上
の
留
意
事
項
を
解
説

医
科
保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
現
状

中
医
協
の
議
論

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

　
　
　
　
　
　
中
医
協
で
議
論

表 厚労省が当初予定していたスケジュール

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
問
題
点

○ 令和３（2021）年３月からのオンライン資格確認の運用開始に向けて、
　 具体的な支援内容等について検討を進める。
■マイナンバーカードの健康保険証としての医療機関等の利用環境整備に係る
　全体スケジュール（令和元年9月デジタル・ガバメント閣僚会議決定）
2019年10月 「医療情報化支援基金」設置、医療機関等におけるシステムの検討を継続

2021年10月 マイナポータルでの薬剤情報の閲覧開始

健康保険証利用の本格運用
医療機関等の６割程度での導入を目指す

2020年 8 月

2021年 3 月末

2022年診療報酬改定に伴うシステム改修時
医療機関等の９割程度での導入を目指す2022年 3 月末

詳細な仕様の確定、各ベンダのソフト開発を受け、医療機関等におけるシステム整備開始

2023年 3 月末 概ね全ての医療機関等での導入を目指す

加入者
（患者）

保険
医療機関
・薬局

マイナンバーカード 保険証

受診時に被保険者証の提示又は
マイナンバーカードの提示とICチップの読み取り

又は
提示

ピッ

読
後
感

●

締　切
10月3日（月）

FAX送信先
011-231-6283



２
２
４
８
円
／
日
の
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
夜
間

宿
直
に
必
要
な
看
護
職
員
の

手
当
等
を
入
院
基
本
料
で
は

賄
え
ず
、
入
院
収
支
の
赤
字

を
外
来
収
支
で
穴
埋
め
せ
ね

ば
経
営
で
き
な
い
状
況
が
恒

常
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
25
年
10
月
、
福
岡
市

博
多
区
の
有
床
診
療
所
で
入

院
患
者
ら
10
人
が
死
亡
す
る

火
災
が
生
じ
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
未
設
置

が
被
害
拡
大
を
招
い
た
と
の

指
摘
か
ら
、
国
は
既
存
施
設

へ
も
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
後

付
け
を
義
務
化
し
た
。
令
和

７
年
６
月
ま
で
の
猶
予
期
間

や
設
置
費
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
が
、
数
千
万
円
に

及
ぶ
設
置
費
用
が
負
担
と
な

り
無
床
化
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。

　
こ
の
数
年
、
病
院
給
食
で

は
採
算
割
れ
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
業
務
を
全
面
委
託

し
た
場
合
、
患
者
一
人
当
た

り
の
収
支
は
平
成
16
年
当
時

の
黒
字
１
６
８
円
が
平
成
29

年
に
は
赤
字
６
６
１
円
に
転

落
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か

し
有
床
診
は
も
っ
と
悲
惨
で

あ
る
。
入
院
時
食
事
療
養
費

は
消
費
税
５
％
引
き
上
げ
時

の
平
成
９
年
以
降
（
食
事
療

養
費
Ⅰ：
１
９
２
０
円
／
日
）

一
度
も
見
直
し
が
な
い
。
そ

の
後
24
年
間
に
物
価
、
人
件

費
と
も
上
昇
し
消
費
税
も
２

倍
の
10
％
に
な
っ
た
。
有
床

診
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
は
最
大

で
も
19
人
分
／
日
し
か
見
込

め
な
い
た
め
、
病
院
給
食
に

あ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が

な
く
、
持
ち
出
し
が
発
生
す

る
。
毎
月
必
要
な
固
定
費
分

例
が
多
い
。
原
因
の
一
つ
は

全
国
各
地
で
准
看
護
師
の
養

成
を
減
ら
し
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
実
務
訓
練

を
裏
付
け
と
し
た
生
え
抜
き

職
員
の
養
成
が
途
絶
え
た
。

国
は
看
護
師
数
は
充
分
、
担

保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
立
場

だ
が
、
そ
の
多
く
は
病
院
に

よ
り
囲
い
込
ま
れ
、
診
療
所

の
需
要
ま
で
満
た
し
き
れ
て

い
な
い
。
そ
の
結
果
、
業
務

過
多
、
不
規
則
勤
務
、
低
賃

金
な
ど
を
言
い
訳
に
離
職
率

が
挙
が
る
事
態
を
招
い
て
い

る
。
し
か
も
安
直
な
職
業
斡

旋
な
ど
を
認
可
し
た
た
め
、

技
術
取
得
に
対
す
る
真
摯
な

取
り
組
み
も
せ
ず
、
職
場
を

転
々
と
す
る
人
間
が
増
え
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
有
床
診
壊

滅
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
。
　
今
日
、
多
く
の
零
細
医
療

機
関
が
人
材
紹
介
会
社
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
高
額
な
斡
旋
料
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

業
者
は
玉
石
混
交
で
あ
り
紹

介
料
を
得
な
が
ら
紹
介
後
に

他
医
療
機
関
へ
の
転
職
を
勧

め
る
悪
質
業
者
も
存
在
す
る

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
批
判

に
押
さ
れ
国
は
令
和
３
年
、

「
医
療
・
介
護
・
保
育
分
野
に

お
け
る
適
正
な
有
料
職
業
紹

介
事
業
者
認
定
制
度
」
を
創

設
し
た
が
、
効
果
の
ほ
ど
は

不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
准

看
護
師
の
養
成
校
は
平
成
12

年
の
５
２
９
校
か
ら
こ
の
20

年
で
２
１
４
校
に
半
減
し
、

就
業
者
数
は
４
分
の
１
に
激

減
し
、
も
は
や
蘇
生
不
可
能

な
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
局
は
な
が
ら
く
有
床
診

の
衰
微
と
い
う
事
態
を
黙
認

し
て
き
た
。
平
成
21
年
に
な

り
療
養
病
床
を
持
つ
有
床
診

を
介
護
療
養
所
と
み
な
し
指

定
し
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
介
護
事
業
へ

の
参
入
を
促
す
な
ど
、
経
営

の
て
こ
入
れ
を
画
策
し
た
が
、

体
力
の
衰
え
た
施
設
の
転
換

や
事
業
拡
大
は
当
然
進
ん
で

い
な
い
。
さ
ら
に
平
成
30
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
で
有
床

診
を
機
能
別
に
「
専
門
特
化

型
」
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
型
」

の
２
型
に
分
け
、
後
者
に
つ

い
て
過
疎
地
な
ど
に
お
け
る

入
院
医
療
の
重
要
な
支
え
手

と
し
た
も
の
の
、
そ
も
そ
も

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
有
床
診
の
入
院
基

本
料
は
「
15
日
以
上
30
日
以

内
の
期
間
」、「
31
日
以
上
の

期
間
」
で
大
き
く
逓
減
さ
れ

る
。
有
床
診
入
院
基
本
料
６

の
「
31
日
以
上
の
期
間
」
で

の
入
院
料
は
４
８
０
点
で
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
以
下
と
い
わ

れ
る
。

　
令
和
元
年
、
日
医
総
研
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
有
床

診
で
は
患
者
一
人
当
た
り
平

均
入
院
収
入
が
１
８
５
５
７

円
／
日
に
対
し
て
、
必
要
経

費
は
２
０
８
０
５
円
と
な
り

減
少
し
、
昨
年
、
８
万
５
千

床
を
切
っ
た
。
今
年
中
に
８

万
床
を
割
る
だ
ろ
う
。

　
原
因
は
有
床
診
を
悉
く
蔑

ろ
に
し
て
き
た
医
療
施
策
の

怠
慢
と
錯
謬
に
尽
き
る
。
格

段
に
低
い
入
院
基
本
料
、
病

床
数
依
存
型
の
報
酬
構
造
、

人
件
費
の
高
騰
、
看
護
職
員

の
雇
用
困
難
、
大
病
院
志
向

　
医
科
診
療
所
の
数
は
全
国

で
10
万
を
超
え
る
。
し
か
し

２
万
以
上
あ
っ
た
有
床
診
は

毎
年
３
百
ず
つ
減
少
し
、
今

年
中
に
６
千
を
切
る
と
言
わ

れ
、
26
万
床
以
上
あ
っ
た
そ

の
病
床
も
、
毎
年
７
千
ず
つ

の
放
置
。
す
べ
て
が
有
床
診

経
営
の
逆
風
と
な
っ
て
い
る
。

　
病
院
の
一
般
病
棟
入
院
基

本
料
で
は
「
14
日
以
内
の
期

間
」
で
は
４
５
０
点
が
、「
15

日
以
上
30
日
以
内
の
期
間
」

で
も
１
９
２
点
が
加
算
さ
れ

北 海 道 保 険 医 新 聞 第983号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2022年（令和4年）9月5日 （2）

電
カ
ル
の
現
状
と

　
　
問
題
点
に
つ
い
て

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
提
言
で

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
電

子
カ
ル
テ
１
０
０
％
普
及

を
目
指
す
と
記
さ
れ
て
い

る
。
電
子
カ
ル
テ
の
普
及

率
は
令
和
２
年
度
の
時
点

で
医
科
で
は
病
院
４
０
０

床
以
上
91
・
２
％
、
２
０

０
か
ら
３
９
９
床
74
・
８

％
、
２
０
０
床
未
満
48
・

８
％
で
診
療
所
49
・
９
％

で
あ
っ
た
。

　
複
数
の
医
師
で
患
者
情

報
を
共
有
す
る
場
合
に
電

子
カ
ル
テ
は
有
用
で
あ
る
。

担
当
医
以
外
の
医
師
で
も

病
状
や
経
過
を
理
解
し
や

す
く
利
便
性
が
高
い
。
初

期
研
修
を
行
う
基
幹
病
院

バ
ー
攻
撃
に
遭
い
電
子
カ

ル
テ
の
修
復
に
相
当
な
時

間
と
費
用
を
要
し
た
。
病

院
機
能
は
一
定
期
間
停
止

し
、
こ
の
間
一
時
的
に
紙

カ
ル
テ
で
し
の
い
で
い
た

と
い
う
。
基
幹
病
院
は
多

く
の
支
援
で
立
ち
直
っ
た

が
、
診
療
所
で
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
。
個
々
の
診

療
所
で
は
対
応
困
難
で
、

即
廃
業
の
可
能
性
も
あ
る
。

廃
院
し
た
場
合
に
入
力

デ
ー
タ
は
ど
う
な
る
の
か
。

５
年
間
保
存
後
破
棄
の
ま

ま
な
の
か
。
入
力
デ
ー
タ

の
保
存
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
な
ど
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

は
、
小
規
模
病
院
で
も
電

子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
て

い
る
病
院
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
今
後
は
電
子
カ
ル

テ
に
慣
れ
た
世
代
が
開
業

し
て
い
く
。
今
の
開
業
医

の
平
均
年
齢
は
60
歳
以
上

で
、
今
後
10
年
で
７
割
近

く
は
引
退
す
る
。
無
理
に

紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル

テ
へ
の
変
更
を
強
要
し
な

く
と
も
現
時
点
で
す
で
に

49
・
９
％
の
診
療
所
が
使

用
し
て
い
る
。
電
子
カ
ル

テ
の
利
用
が
診
療
所
に
お

い
て
も
90
％
を
超
え
る
の

は
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
規
模
の
小
さ

い
診
療
所
に
と
っ
て
今
な

お
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
導
入
費
用
は
診
療
所

規
模
で
初
期
費
用
４
５
０

万
円
前
後
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
年
間
１
０
０
万

円
前
後
と
い
わ
れ
る
。
さ

ら
に
約
７
年
毎
の
更
新
が

あ
る
。
保
険
診
療
は
単
価

が
低
く
、
新
規
開
業
に
は

相
当
数
の
患
者
数
を
見
込

む
必
要
が
あ
る
。
導
入
自

体
が
地
方
で
の
新
規
開
業

の
障
害
に
も
な
る
。
紙
カ

ル
テ
か
ら
の
切
り
替
え
作

業
の
事
務
負
担
も
大
き
い
。

初
診
患
者
の
入
力
に
も
時

間
を
要
す
る
。
休
日
当
番

等
で
は
一
時
的
に
紙
カ
ル

テ
で
対
応
し
て
い
る
医
療

機
関
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
安
全
性
の
問
題

も
あ
る
。
先
日
も
某
基
幹

病
院
が
院
外
か
ら
の
サ
イ

　

解　説

絶
滅
に
瀕
す
る
有
床
診
療
所

激
減
す
る
有
床
診

入
院
料
の
差
別

　
経
営
環
境
が
厳
し
い
有
床

診
で
は
抱
え
ら
れ
る
職
員
数

が
限
ら
れ
る
た
め
、
職
員
は

医
師
と
同
じ
よ
う
に
マ
ル
チ

タ
ス
ク
を
要
求
さ
れ
る
。
即

ち
外
来
で
は
診
察
介
助
、
手

術
室
で
は
機
械
出
し
や
麻
酔

介
助
、
日
を
違
え
て
は
病
棟

で
の
宿
日
直
を
こ
な
す
必
要

が
あ
り
、
複
数
の
職
務
を
こ

な
す
必
要
が
あ
る
。
本
来
、

医
療
職
員
は
こ
う
あ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
新
規
職
員
の
補

充
困
難
や
手
練
れ
の
職
員
の

引
退
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
、

少
人
数
で
の
宿
日
直
体
制
が

維
持
で
き
ず
に
無
床
化
す
る

准
看
護
師
制
度
の

　
　
　
　
　

衰
退
化

有
床
診
は
必
要
で
あ
り

　
　

残
す
べ
き
で
あ
る

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

　
　
　
　

設
置
義
務

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

前
提
と
す
る
診
療
報
酬
体
系

厚
労
省
の
対
応

　
「
病
院
は
大
き
い
が
ゆ
え
に
尊
か
ら
ず
」。医
制
発
布
以
来
１

５
０
年
、国
民
の
命
を
見
守
っ
て
き
た
の
は
外
来
、手
術
、入
院

と
途
切
れ
の
な
い
医
療
を
提
供
し
て
き
た
診
療
所
で
あ
る
。良

い
医
療
と
は
確
か
な
技
術
に
基
づ
く
適
切
な
治
療
に
あ
り
、医

療
施
設
の
規
模
と
は
関
係
が
な
い
。し
か
し
今
日
、有
床
診
療
所

は
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
。

の
黒
字
化
も
ま
ま
な
ら
ず
年

間
持
ち
出
し
が
数
百
万
円
に

及
ぶ
こ
と
は
稀
で
な
い
。

　
医
療
施
設
の
経
営
は
概
し

て
病
床
数
に
応
じ
た
診
療
報

酬
に
依
存
し
、
そ
の
欠
陥
を

補
完
す
る
仕
組
み
を
有
し
な

い
。
こ
の
歪
み
が
如
実
に
表

れ
て
い
る
の
が
有
床
診
の
経

営
で
あ
る
。

有
床
診
に
回
復
期
病
床
の
設

定
を
認
め
て
い
な
い
た
め
真

の
病
診
連
携
が
取
れ
な
い
と

い
う
お
粗
末
な
状
況
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の

愚
策
に
翻
弄
さ
れ
る
有
床
診

の
経
営
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
、

有
床
診
協
議
会
は
約
３
割
の

施
設
が
赤
字
経
営
と
報
告
し

て
い
る
。

　
一
定
の
医
療
水
準
を
維
持

す
る
た
め
の
設
備
投
資
や
働

き
方
改
革
に
資
す
る
職
員
確

保
は
施
設
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

入
院
収
入
は
患
者
一
人
か
つ

一
日
あ
た
り
の
診
療
報
酬
点

数
の
加
算
に
依
る
の
み
の
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
病
床

数
が
少
な
い
有
床
診
は
加
算

対
象
と
な
る
母
数
が
圧
倒
的

に
少
な
く
、
総
額
は
病
院
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小

さ
い
。
有
床
診
の
減
少
は
20

有
余
年
に
及
ぶ
診
療
報
酬
抑

制
策
が
根
源
的
な
矛
盾
を
孕

ん
で
い
る
こ
と
を
図
ら
ず
も

露
呈
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　
国
民
医
療
を
守
る
に
は
病

床
数
の
多
寡
に
関
わ
ら
な
い

診
療
報
酬
が
不
可
欠
で
あ
る
。

有
床
診
を
残
す
た
め
に
も
診

療
報
酬
上
の
配
慮
や
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
有
床
診
は
絶
滅
し
、
そ
こ

に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
医

療
資
源
が
損
な
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
有
床
診
を
存
続
さ
せ

る
の
か
否
か
、
い
ま
こ
そ
国

は
そ
の
覚
悟
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。

図 全診療所数と有床診療所数の推移（厚労省資料より医科部分抜粋）

（施設）
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聞
き
手

事
務
局 

田
中

（

）

親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行

夏休みに北海道の自然を満喫

続
か
ら
も
感
染
す
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。「
機
器
の
Ｏ
Ｓ
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
最

新
の
も
の
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
感
染

し
た
場
合
は
①
パ
ソ
コ
ン
等

の
端
末
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
切
り
離
す
②
電
源
は
切
ら

な
い
③
警
察
等
へ
の
通
報
を

呼
び
掛
け
、
身
代
金
の
支
払

い
に
応
じ
て
も
デ
ー
タ
復
元

の
補
償
は
な
い
こ
と
に
注
意

が
必
要
と
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
林
氏
が
自

ル
を
開
か
せ
な
い
よ
う
職
員

教
育
が
大
切
」
と
述
べ
た
。

感
染
を
疑
っ
た
場
合
に

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し

た
。
　
次
に
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア（
金

銭
を
脅
し
取
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ウ
イ
ル
ス
）
に
つ
い

て
触
れ
、
国
内
の
病
院
で
実

際
に
起
き
た
被
害
状
況
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
具
体
的
な

侵
入
先
は
Ｖ
Ｐ
Ｎ
機
器
、
リ

モ
ー
ト
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
、
不

審
な
メ
ー
ル
等
の
ほ
か
、Ｕ
Ｓ

Ｂ
や
ス
マ
ホ
の
パ
ソ
コ
ン
接

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
誰
で

も
利
用
で
き
る
「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
態
勢
診

断
」、
サ
イ
バ
ー
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
加
入
者
の
み
が
受
け
ら

れ
る
「
事
故
時
専
門
事
業
者

紹
介
サ
ー
ビ
ス
」
を
解
説
し

た
。
保
険
の
補
償
内
容
に
つ

い
て
も
触
れ
「
プ
ラ
ン
や
売

上
高
に
応
じ
て
保
険
料
が
異

な
る
た
め
、
具
体
的
な
問
い

合
わ
せ
や
見
積
り
は
保
険

医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
へ
相

談
を
」
と
話
し
締
め
く
く
っ

た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
参
考
に
な
っ
た
」「
サ
イ

バ
ー
保
険
に
つ
い
て
勉
強
で

き
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
盛
会
に
終
了
し
た
。

を
過
ご
し
た
。

　
翌
日
も
散
策
や
昆
虫
採
集

な
ど
、
参
加
者
は
思
い
思
い

に
大
自
然
を
満
喫
。
夏
休
み

の
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
会
員
・

家
族
同
士
の
親
睦
を
深
め
た

２
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
、
来
年
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
３
年
ぶ

り
の
開
催
で
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
で
き
た
人
も
い
て
、
大

変
楽
し
か
っ
た
」「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
お
肉
が
美
味
し

か
っ
た
。特
に
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
が
最
高
！
」「
エ
ビ
取
り
な

ど
、
親
子
で
色
々
な
体
験
が

で
き
て
、
夏
休
み
の
良
い
思

い
出
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、大
変
好
評
だ
っ

た
。

　
７
月
30
・
31
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

に
十
分
配
慮
し
、
親
子
一
泊

キ
ャ
ン
プ
旅
行
を「
グ
リ
ー
ン

ス
テ
イ
洞
爺
湖
」
で
開
催
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
洞
爺

湖
を
望
む
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
に
15
医
療
機
関
、
親
子
合

せ
て
35
名
が
参
加
し
た
。

　
午
後
５
時
よ
り
開
村
式
が

行
な
わ
れ
、
石
塚
文
化
厚
生

部
長
の
主
催
者
挨
拶
後
、
全

員
で
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

準
備
を
行
っ
た
。
夕
食
で
は

美
味
し
い
焼
肉
と
冷
た
い
生

ビ
ー
ル
に
舌
鼓
。
そ
の
後
、

子
供
達
は
花
火
や
湖
畔
で
エ

ビ
取
り
な
ど
、
楽
し
い
一
夜

（3）第983号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）9月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

い
に
も
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
に

は
ま
だ
そ
の
連
載
が
続
い
て

い
て
、
今
回
は
靴
の
個
人
輸

入
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
エ
ッ

セ
イ
で
あ
っ
た
。
そ
の
締
め

く
く
り
の
一
節
。

　
「
夏
冬
二
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終

わ
り
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

コ
ロ
ナ
も
ま
だ
猖
獗
を
き
わ

め
て
い
る
。
だ
が
き
っ
と
世

界
は
何
と
か
な
る
。
人
類
は

け
っ
し
て
、
靴
を
履
い
た
猿

で
は
な
い
」。

　
私
も
け
っ
し
て
白
衣
を
着

た
猿
に
な
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
思
い
な
が
ら
眠
り
に

つ
い
た
。

　
年
に
数
回
飛
行
機
に
乗
る
。

特
段
理
由
は
な
い
が
Ｊ
Ａ
Ｌ

を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
。
そ
の

機
内
に
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
と

い
う
雑
誌
が
備
え
付
け
ら
れ

て
お
り
、
い
つ
も
暇
つ
ぶ
し

に
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
居
眠

り
を
す
る
。
そ
の
中
に
浅
田

次
郎
氏
の
旅
エ
ッ
セ
イ
の
連

載
が
あ
り
、
い
つ
か
ら
か
こ

の
ペ
ー
ジ
を
真
っ
先
に
開
く

よ
う
に
な
っ
た
。

　
先
日
久
し
ぶ
り
に
飛
行
機

に
乗
る
機
会
が
あ
っ
た
。
幸

つ
ば
さ
よ
つ
ば
さ

浅 

田 

次 

郎 

エ 

ッ 

セ 

イ 

集

小 

学 

館 

文 

庫

く
、上
手
に
使
う
こ
と
で
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
笑
い
の
絶
え
な
い
診
療
所

（
患
者
、
ス
タ
ッ
フ
共
に
）。

こ
こ
に
通
院
し
て
良
か
っ
た

と
患
者
に
言
っ
て
も
ら
う
医

院
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
医
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
車
、
ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ
レ

で
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
一
緒
に
医
院
を
経
営
し
て

く
れ
る
歯
科
医
師
を
見
つ
け
る

こ
と
。
そ
し
て
予
防
特
化
の
診

療
所
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で

す
。

―

保
険
医
会
へ
の
要
望
や
期
待

　
請
求
の
誤
り
事
例
、
質
問

笑いの絶えない
診療所を目指して

福田　城平 先生
J.FUKUDA DENTAL CLINIC　室蘭市138138

略歴
　室蘭出身。平成15年日本歯科大学卒業。
平成17年に現歯科医院を開業。平成
15-17年の間にハワイ歯周病専門医ローレ
ンスヤマダ先生に師事

　
同
期
の
中
で
は
、
一
番
開

業
が
早
い
方
で
す
。

　
先
代
が
、
開
業
す
る
に
あ

た
っ
て
良
い
場
所
の
話
を
持

っ
て
き
ま
し
た
。「
勤
務
医

を
長
く
し
て
い
て
も
出
遅
れ

る
だ
け
」、「
い
ず
れ
開
業
す

る
な
ら
今
し
ろ
」
と
の
指
導

を
う
け
、「
勉
強
は
開
業
後

で
も
出
来
る
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
開
業
し
ま
し

た
。

―

入
会
し
た
理
由
は

　
地
区
社
保
担
の
先
生
も
詳

し
い
で
す
が
、
保
険
医
会
は

情
報
が
早
く
資
料
も
多
く
、

正
確
な
保
険
請
求
が
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
歯
科

医
師
と
の
繋
が
り
も
出
来
る

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
一
般
歯
科
で
す
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
に
つ
い

　
て

―
開
業
後
の
苦
労
な
ど

　
労
務
が
一
番
苦
労
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
が
悪

か
っ
た
の
で
す
が
、
３
年
前

に
良
い
ス
タ
ッ
フ
が
入
社
し

て
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
そ
れ

か
ら
か
な
り
良
く
な
り
ま
し

た
。
衛
生
士
の
獲
得
は
10
年

以
上
苦
労
し
ま
し
た
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
に
つ
い
て

　
患
者
の
口
腔
内
が
長
く
良

好
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
、
患
者
が
笑
顔
で
帰
宅

し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
な
い
で
す

が
、
材
料
の
無
駄
使
い
を
無

く
し
て
い
く
こ
と
が
良
い
治

療
、
仕
事
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
ケ
チ
る
の
で
は
無

に
対
す
る
回
答
を
出
し
て
欲
し

い
で
す
。
カ
ル
テ
の
書
き
方
の

バ
イ
ブ
ル
が
無
さ
す
ぎ
る
の

で
、
指
導
を
絡
め
た
詳
細
な
バ

イ
ブ
ル
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―

最
後
に
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か

　
指
導
が
あ
っ
た
場
合
、
カ

ル
テ
を
し
っ
か
り
書
い
て
い
な

け
れ
ば
困
り
ま
す
。
で
す
が
、

カ
ル
テ
の
書
き
方
の
教
授
は
一

回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
講
習
会
で

も
、
他
に
何
か
手
段
が
あ
れ
ば

や
っ
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
算

定
ミ
ス
を
防
止
す
る
何
か
手
段

が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
で

す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笑
い
の
絶
え
な
い
診
療
所
を
目

指
し
て
是
非
今
後
も
ご
活
躍
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

（
Ｒ
・
Ｔ
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
医
療
機
関
を
守
る
た
め
に

開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
編

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
２
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

　
・  （
９
／
17
）
歯
科
保
険
診
療
・
審
査
等
に

　
　
係
る
講
習
会

　
　
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催…

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
札
幌
大
通（
ホ
ー
ル
Ｃ
）

　
　
　
　
⑴　

会
場
（
対
面
）
先
着
40
名

　
　
　
　
⑵　

Ｗ
Ｅ
Ｂ（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）

　
　
　
講
師…

田
辺
隆　

理
事

　
　
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
コ
ロ
ナ

　
　
の
感
染
状
況
に
よ
り
検
討
を
行
う
。

②（
政
策
部
）（
９
／　
）街
頭
宣
伝
行
動
に
つ
い
て

　

 

・ 

当
日
の
内
容
確
認
と
読
み
原
稿
作
成
を
確
認
し
た
。

③
そ
の
他

    

・（
９
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」  

原
稿

　
　
の
確
認

    

・（
政
策
部
）「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入

　
　
の
義
務
化
撤
廃
等
を
求
め
る
会
員
署
名
」

　
　
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

    

・
針
な
し
注
射
器
に
つ
い
て

第
5
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
8
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
6
回
歯
科
部
担
当
理
事
会…

9
月
14
日（
水
）午
後
７
時

　
７
月
23
日
、「
開
業
医
の

た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
編
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

講
師
に
北
海
道
警
察
の
小
林

昌
平
氏
、
三
井
住
友
海
上
の

林
千
夏
氏
を
迎
え
、
道
内
各

地
か
ら
会
員
・
職
員
等
65
名

が
参
加
し
た
。

　
第
１
部
は
小
林
氏
が
エ
モ

テ
ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散

性
・
攻
撃
性
の
高
い
特
徴
に

つ
い
て
触
れ
「
感
染
し
な
い

た
め
に
は
①
不
意
に
メ
ー
ル

の
添
付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
な

い
②
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ

10

形　式

対　象 どなたでもご参加できます。日　時 10月1日（土）15～17時

講　師 唐鎌　直義　氏 参加費 無料

国際比較から見た
日本の社会保障の水準とこれからの課題
　日本の社会保障給付費は先進工業国６ヵ国中第２位ですが、それは日本の
総人口がイギリス、フランスの約２倍、スウェーデンの13倍もあるためです。国
民１人当たり社会保障給付費では６カ国中最下位。特に保健（医療）、障害・
労災、失業、就労支援、住宅の5分野が断トツの最下位となっています。児童、
生活保護の２分野は５位。今後、日本の社会保障を貧困解決型に変えていく
ことが求められています。

（佐久大学　特任教授）

公開医政講演会
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2022診療報酬改定における
歯周病関連の変更点

　2022年の診療報酬改定が行われたが、その中で日常診療に
おいて頻度の高い歯周治療の変更点についてまとめてみた。

　算定可。（R4.3.31）

（１）SPTⅠ・Ⅱが廃止されSPTに統合された。算定要件は改定前の
　　SPTⅠと同様。
（２）か強診加算120点が新設された。

（３）SPTⅠ・Ⅱの統合に伴い、包括項目も整理された。

　区分番号「D002-6」口腔細菌定量検査の留意事項通知(2)の
ロにおいて、「区分番号A000に掲げる初診料の(14)のイ、ロ若し
くはニの状態又は区分番号A002に掲げる再診料の(6)のイ、ロ
若しくはニの状態の患者」とあるが、同一初診期間中に区分番
号「A000」初診料の留意事項(14)のイ、ロ若しくはニの状態にお
ける区分番号「A000」初診料の注6に規定する歯科診療特別対
応加算又は区分番号「A002」再診料の留意事項通知(6)のイ、ロ
若しくはニの状態における区分番号「A002」再診料の注4に規
定する歯科診療特別対応加算を算定した場合、区分番号
「D002-6」口腔細菌定量検査は算定可能か。

問

答

　区分番号「D002-6」口腔細菌定量検査の留意事項通知(2)の
状態の患者に対して行う場合は、算定できる。（R4.3.31）

　区分番号「B000-6」周術期等口腔機能管理料（Ⅰ）、区分番号
「B000-7」周術期口腔機能管理料（Ⅱ）又は区分番号「B000-8」
周術期口腔機能管理料（Ⅲ）を算定している患者に対して、区分
番号「D002-6」口腔細菌定量検査は算定可能か。

問

答

　区分番号「D002-6」口腔細菌定量検査の留意事項通知(2)の
状態の患者に対して行う場合は、算定できる。（R4.3.31）

　区分番号「D002-6」口腔細菌定量検査について、認知症を有
する患者や要介護状態の患者の場合、算定可能か。

問

答

　算定可。（R4.3.31）

　区分番号「D002-6」口腔細菌定量検査の留意事項通知(2)に
おいて、「口腔バイオフィルム感染症の診断を目的として実施し
た場合に算定できる」とあるが、検査の結果、口腔バイオフィル
ム感染症と診断された場合の管理は、区分番号「B000-4」歯科
疾患管理料又は区分番号「C001-3」歯科疾患在宅療養管理料を
算定可能か。

問

答

　算定可。（R4.3.31）

　令和4年3月31日以前に旧歯科点数表における区分番号
「I011-2-2」歯周病安定期治療（Ⅱ）を算定していた患者につい
て、同年4月1日以降に区分番号「I011-2」歯周病安定期治療を算
定する場合、区分番号「B001-3」歯周病画像活用指,導料及び区
分番号「D002」歯周病検査は別に算定可能か。

問

答

　そのとおり。（R4.3.31）

　区分番号「I011-2」歯周病安定期治療を算定していた患者に
ついて、かかりつけ歯科医機能強化型診療所の施設基準を満た
さなくなり、届出を取り下げた場合の次回の区分番号「I011-2」
歯周病安定期治療の算定は、直近の実施月の翌月の初日から起
算して２月を経過した日以降に可能ということか。

問

答

［改定前］

※歯周外科手術実施後または、か強診の医療機関で実施する場合は月１回算定可

１．SPTⅠ・Ⅱの統合

P基処およびPCurが廃止され、歯周疾患処置の名称が歯周病処置
に変更された。

３．その他歯周治療関連の改定項目

― 疑義解釈 ―

（１）必須項目の過去１年間のべ30回以上の算定実績について、SPT
　　に加えてP重防が算入可能となった。
（２）3つ以上の選択項目に、介護施設等における定期的な歯科健診
　　への協力が追加された。

２．か強診の施設基準が一部変更された

SPTⅠ

所定点数

１～９歯 200点

250点

350点

380点

550点

830点

１0～1９歯

20歯以上

算定単位

［改定後］

3月1回※

SPTⅡ

SPT

200点

250点

350点

+120点

+120点

+120点

3月1回※

か強診加算

SPTを3月に1回実施する例（治療機関の短縮が必要ない場合、20歯以上の例）

SPT開始月

P基検 200

歯管 100

文 ＋10

P画像 ＋50

SPT 350

P基検 200

歯管 100

文 ＋10

P画像 ＋50

SPT 350

歯管 100

文 ＋10

歯管 100

文 ＋10

実施翌月 実施２月目

歯管 100

文 ＋10

実施３月目 SPT

SPT を毎月実施する例（治療期間の短縮が必要な場合、20 歯以上の例）

SPT開始月
P精検 400

歯管 100

文 ＋10
P画像 ＋50

SPT 350

歯管 100

文 ＋10

SPT 350

P精検 400

P画像 ＋50

SPT 350

歯管 100

文 ＋10

P精検 400

P画像 ＋50

SPT 350

歯管 100

文 ＋10

SPT 350

歯管 100

文 ＋10

実施翌月 実施２月目 実施３月目 SPT

［改定後］

SPTおよびP重防

PCur、P基処は廃止

咬調（P咬調に限る）、歯周基本治療（SC、SRP）、
P処、歯清、在口衛、非経口処

歯周病検査
P画像

別に算定


